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1. まえがき 

 無線電力伝送においてレクテナは重要な要素である．

レクテナは受信アンテナと整流回路によって構成され，そ

れぞれの性能を向上することで，高い伝送効率を実現する

[1]．整流回路はダイオードのブレークダウン電圧 BV を超

えない限り，入力を大きくするほど高い整流効率を示すこ

とが一般的に知られている[2]．本稿では，アレーアンテナ

を用いたレクテナの電力合成方法と整流効率の関係を定量

的に評価した結果を報告する． 

 

2. 2x2レクテナアレーの電力合成 

図 1 に本稿のレクテナの構成を示す．アンテナは

2.45GHz 帯 4 素子プリント八木宇田アンテナアレー，整流

回路はシングルシャント整流回路である．これらを図 2 の

ように 3 つのパターンで電力合成して評価した。整流効率

を図 2 における 1kで消費される電力と，すべての整流回

路に入力された 2.45GHz の RF 電力の和の比と定義して，

(i)~(iii)の整流効率を比較する． 

 

3. 実験結果 

結果を表１に示す．入力電力の算出に当たって 2x2 では，

2 素子ずつを RF 合成した時の入力電力を足し合わせた．

同様に 1x4 では，1 素子ずつの入力電力を測定し，それら

を足し合わせた。整流効率は 4x1 の場合が最も良かった．

整流回路はダイオードにかかる電圧が BV より低いとき，

入力電力に対して整流効率が比例する．今回の場合，ダイ

オードに BV より十分小さい電圧しかかからない入力電力

であったため，整流器１つに対する入力電力が最も大きく

なる(i)が最大の整流効率を示したと考えられる。また，整

流回路を DC 合成することで回路のインピーダンスが変化

したこともこの結果の原因と考えられる。 

ダイオードは入力電力に対して非線形なので入力電力が

今回より大きかった場合，(ii)や(iii)が最大の整流効率を示

すことも予想しうる． 

 

4. まとめ 

 本稿ではレクテナアレーの電力合成方法によって整流回

路１つあたりの入力電力を変化させ，整流効率と電力合成

方法との関係を示した． 
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図 1:レクテナの構造 

(a) アンテナアレーの配置 

図 2:3種の受信電力合成パターン 

表 1: (i)~(iii)の整流効率の比較 

(b) 整流回路の構造 
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